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安
倍
首
相
は
、
22
日
オ

バ
マ
米
大
統
領
と
の
初

め
て
の
首
脳
会
談
を
行

い
ま
し
た
。 

首
相
は
、
会
談
後
の

記
者
会
見
で
、
環
太
平

洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

交
渉
に
関
し
て
、「
な
る

べ
く
早
い
段
階
で
決
断

し
た
い
」
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
に
踏
み
出
す

考
え
を
明
言
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
各
地
で

「
公
約
破
り
の
交
渉
参

加
は
許
さ
れ
な
い
」
と
、

怒
り
の
声
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。 

 

「命
の
問
題
Ｔ
Ｐ
Ｐ
！
」 

新
婦
人
夕
張
支
部
長 

久
世
公
子 

 

新
婦
人
は
、
全
国
各
地
で
「
安
全
で
お
い

し
い
野
菜
を
日
本
の
大
地
か
ら
」
「
食
品
の
安

全
チ
ェ
ッ
ク
」
を
地
道
に
実
施
し
、
世
論
と
運

動
が
実
り
、
２
０
０
０
年
に
は
全
て
の
生
鮮
食

品
に
原
産
国
表
示
、
01
年
か
ら
大
豆
な
ど

29
品
目
の
遺
伝
子
組
み
替
え
食
品
の
表
示

義
務
付
け
が
実
現
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
い
ま
政
府
が
国
会
に
上
程
し
よ
う

と
し
て
い
る
「
新
食
品
表
示
法
案
（
仮
称
）
」

に
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
促
進
と
歩
調
を
あ
わ
せ

た
も
の
で
す
。
日
本
で
使
用
で
き
る
食
品
添

加
物
は
、
現
在
８
０
０
種
類
ほ
ど
で
す
が
、
ア

メ
リ
カ
で
は
約
３
０
０
０
種
類
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
発
ガ
ン
性
の
あ
る
こ
と

が
判
明
し
、
日
本
で
の
使
用
が
禁
止
に
な
っ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
食
品
添
加
物
、
残
留

農
薬
の
基
準
緩
和
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
心
配
で
す
。 

ア
メ
リ
カ
を
訪
問
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
何
も
問

題
は
な
い
か
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
安
倍
首
相

は
国
民
を
あ
ざ
む
く
も
の
で
許
さ
れ
ま
せ

ん
。 

「
政
権
公
約
投
げ
捨
て
、 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
」 

夕
張
労
連
議
長 

筒
井 

勇
治 

日
米
首
脳
会
談
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
踏
み
出
し
た
安

倍
総
理
の
話
は
ど
う
説
明
し
よ
う
と
も
つ
じ
つ
ま
が
合
い
ま

せ
ん
。
総
選
挙
の
公
約
を
見
直
し
て
つ
く
づ
く
思
う
こ
と

は
、
ア
メ
リ
カ
従
属
を
絵
に
か
い
た
典
型
的
な
外
交
姿
勢
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

米
側
か
ら
「
交
渉
次
第
で
は
関
税
ゼ
ロ
の
例
外
も
あ
り
う

る
か
も
」
と
い
う
誘
い
に
「
渡
り
に
舟
」
と
ば
か
り
取
り
つ
い
て

「
例
外
」
や
「
聖
域
」
を
認
め
ら
れ
た
か
の
よ
う
な
表
現
を
弄

し
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

で
例
外
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。 

 

全
国
食
健
連
事
務
局
長
の
坂
口
正
明
さ
ん
は
「
今
回
の

動
き
は
、
日
米
首
脳
会
談
と
い
う
絶
好
の
機
会
に
、
米
側

の
作
戦
を
利
用
し
て
、
交
渉
参
加
に
向
け
た
レ
ー
ル
を
敷

く
と
い
う
『
安
倍
劇
場
』
の
開
幕
だ
」
と
述
べ
て
い
ま
す 

 

紙
智
子
参
議
院
議
員
の
国
会
質
問
で
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

は
自
民
党
選
挙
公
約
の
６
項
目
を
反
故
に
し
、
国
民
へ
の

裏
切
り
行
為
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
い
ま
、
そ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
「
民
主
党
政

権
の
公
約
違
反
」
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
公
約
違
反
と
し

て
、
徹
底
的
に
追
及
す
る
運
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
と
決

意
す
る
も
の
で
す
。 

「
公
約
は
破
る
た
め
に
あ
る
？
」 

夕
張
市
議
会
議
員 

く
ま
が
い
桂
子 

12
月
総
選
挙
中
の
こ
の
ポ
ス
タ
ー
、
覚
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
わ

が
国
の
農
林
漁
業
は
壊
滅
し
、
食
料
自
給

率
が
10

％
台
に
落
ち
込
み
、
国
土
や
環

境
、
地
域
経
済
の
荒
廃
を
招
い
て
、
国
民
の

生
存
基
盤
が
根
本
か
ら
失
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。 

弱
肉
強
食
の
「
ア
メ
リ
カ
型
ル
ー
ル
」
が
押

し
付
け
ら
れ
、
食
の
安
全
、
医
療
、
雇
用
、

環
境
、
地
域
経
済
が
脅
か
さ
れ
る
の
は
必

至
で
あ
り
、
国
民
に
と
っ
て
は
「
百
害
あ
っ
て

一
利
な
し
」
で
す
。 

財
界
な
ど
は
「
経
済
成
長
の
た
め
」
と
い
い

ま
す
が
、
い
ま
、
わ
が
国
の
経
済
再
生
に
必

要
な
の
は
、
被
災
地
の
復
興
と
内
需
の
拡

大
で
あ
り
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
、
農

林
漁
業
や
中
小
企
業
、
地
域
経
済
の
振

興
、
医
療
や
年
金
な
ど
社
会
保
障
の
充
実

で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
、
そ
れ
に
ま
っ
た
く

逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
絶
対
に
参
加
す
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
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総
選
挙
中
の
自
民
党
の
ポ
ス
タ
ー 
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２
月

21
日
か
ら
５

日
間
、
ゆ
う
ば
り
国

際
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク

映
画
祭
２
０
１
３
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

21
日
に
は
、
毎
年

恒
例
の
仮
装
や
黄
色

の
小
旗
等
に
よ
る
ゲ
ス

ト
の
お
出
迎
え
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
ば
り
フ

ァ
ン
タ
や
夕
張
観
光

協
会
な
ど
の
、
実
行

委

員

会

に
よ
っ
て
ホ
テ

ル
・
レ
ー
ス
イ
前
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
ア
デ
ィ
ー
レ
会

館
旧
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

「
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
」
「
ひ

ろ
ば
シ
ュ
ー
パ
ロ
」
「
清
水

沢

が
ん
ば
る
友

の
会

」

「
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
ゆ
う
ば

り
」
「
サ

ポ
ー
ト

セ
ン
タ

ー
・
シ
ュ

ー
パ
ロ
」

等

が
、

カ
レ
ー
、

パ
ン
、
マ

ー
ボ
ー

丼

、
ト

ン
汁

、

寿
司
や

お
弁
当
、
赤
飯
、
ク
ッ
キ

ー
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
食

品
販
売
、
「
夕
張
夢
再

生
館
」
の
ハ
ン
カ
チ
募
金
、

青
年
会
議
所
の
東
北
物

産
販
売
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
市
民
が
参
加
し
、
来

場
者
に
喜

ば
れ
て
い

ま
し
た
。 
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つ
ね
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
か
け
あ
る
記
」 

「
北
海
道
か
ら
声
を
上
げ
よ
う
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

             

今
年
は
寒
い
で
す
ね
。
電
気
ス
ト
ー
ブ
が
普
及
し
た
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
道
内
で
は
灯
油
ス
ト
ー
ブ
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
我
が
家

も
灯
油
ス
ト
ー
ブ
で
す
が
、
最
近
は
毎
月
の
請
求
を
見
る
の
が
恐
ろ

し
い
。 

灯
油
・
燃
油
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。
十
年
ほ
ど
前
ま
で
一
㍑
五

十
円
前
後
だ
っ
た
灯
油
は
年
々
値
上
が
り
し
、
つ
い
に
一
〇
〇
円

超
え
。
道
民
の
暮
ら
し
と
営
業
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
道
民
の
実
態
を
届
け
よ
う
と
八
日
、
紙
智
子
、
大
門

実
紀
史
両
参
院
議
員
と
真
下
紀
子
道
議
、
畠
山
和
也
党
道
政
策
委

員
長
と
と
も
に
、
経
済
産
業
省
な
ど
四
省
と
石
油
連
盟
に
対
し
、

価
格
安
定
と
支
援
策
を
急
ぐ
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
の
東
京
の
気
温
は
四
度
。
私
は
経
産
省
の
担
当
者
に
「
家

に
帰
れ
ば
、
我
が
家
の
室
温
は
、
東
京
の
今
日
の
外
気
と
同
じ
く

ら
い
で
す
。
道
民
に
と
っ
て
灯
油
は
生
活
必
需
品
で
す
」
と
訴
え
、

元
売
り
各
社
へ
の
価
格
決
定
の
過
程
を
明
確
に
す
る
指
導
を
要
請

し
ま
し
た
。 

 

国
土
交
通
省
に
は
、
地
方
バ
ス
な
ど
へ
の
財
政
上
の
支
援
を
求

め
、
同
省
の
担
当
者
か
ら
「
実
態
を
調
査
し
、
財
政
支
援
等
を
検

討
し
た
い
」
と
前
向
き
の
答
弁
が
得
ら
れ
ま
し
た
。 

 

初
め
て
訪
れ
た
石
油
連
盟
は
経
団
連
会
館
内
に
あ
り
ま
す
。
担

当
者
は
価
格
高
騰
に
よ
る
生
活
へ
の
影
響
を
認
め
、
会
員
企
業
の

便
乗
値
上
げ
に
つ
い
て
「
政
府
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
周
知
徹
底
す

る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

 
行
動
の
様
子
は
、
国
会
議
員
団
道
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

動
画
を
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
が
、
道
民
が
声
を
上
げ
る
大
切
さ
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。
党
の
「
灯
油
署
名
」
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
２月１９日、長沼村に生まれ「日本資

本主義発達史」刊行するなど優れた経済

学者で有名な野呂栄太郎碑前祭が長沼

町野呂栄太郎小公園で開催されました。 

 野呂氏は１９３３年治安維持法違反

という名目で逮捕され、拷問を受け３３

才の若さで生涯を閉じました。 

主催者あいさつ後、地元長沼町教育

長、農協組合長など来賓あいさつで野呂

氏の業績を偲びました。 

メッセージは長沼、栗山、南幌各町長、

岩見沢、美唄、夕張各市長などから寄せ

られました。 

「国際女性デー 夕張集会」 

・とき 3 月９日（土）10：30～ 

・ところ  市民研修センター 

 

Ⅰ部 あれから２年が過ぎても・・ 

「福島の子ども達を保養に・夕張へ」 

 おはなし：くまがい桂子さん 

Ⅱ部 「春をよぶコンサート」 

うたとピアノ：波多野信子さん  
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